
県産品への風評被害の払拭
及び県産品の復興

スペシャリスト商業３年６期生



事業を実施した目的
　スペシャリスト系列（商業コース）の生徒として、実社会でのソーシャルビ

ジネスの視点を取り入れた商品開発や販売の実践を通じて学び、実践力と

スキルを生かして地域の企業に就職し、地域をフィールドに福島の復興に

繋がるビジネスの創造に貢献できる人材を育成を目指したい。

　また、東日本大震災により被害を受けた８町村の復興のため、「８町村ま

んじゅう」「ふくしま牛のしぐれ煮」の商品開発を通して、地元資源の有効活

用、地域人材との交流、地域の認知度向上、地元企業との連携による経済

活動の促進など、この事業から地域の魅力ある安全な商品を福島県内外

の方に知っていただく機会とし、県産品の振興を図りたい。



商品企画の背景

・世帯が小さいところが多い

                           

・風評被害を無くしたい

                              

・福島県産の食材の美味しさを広めたい



西野屋食品ミーティング
　2022/9/28

2022/9/28

2022/9/28

2022/9/28



販売実習でのPOP





ふくしま牛のしぐれ煮



ハラペーニョって何？



販売実習（西野屋食品本店）　2022/11/12



大豆ミートって何？



肉と大豆由来の原料に、野菜などを味付けたミンチ肉である。 

「謎」としてきた食品原料を公表した姿勢も好感を呼んでいるの

かもしれない。日清も自ら、飼料として大量の穀物を消費する肉

は非効率で、植物由来の原料が地球を救うというメッセージを発

信している

カップ麺に入ってる
肉は大豆ミートを
使ってる！





マルトとコラボ！楢葉のさつまいもで商品開発



日本一を目指す楢葉産の
ふくしまゴールドとは！？

目的

耕作放棄地の活用 ✖避難してた人の帰還を促す

・復興には子どもたちの笑顔欠かせない ← さつまいも掘り

・農業者の憧れの町になるよう邁進する

➡ 浜通りを牽引する
農業モデルの形成を目指す🌟

なぜさつまいも？？

機械化しやすく
利益が出やすいから



さつまいもの苗植え

地域交流



イメージする商品とポスターを絵に！



マルト×アンジェリークとコラボ！
さつまいもを使って商品企画　

タルト🥮 ドーナツ🍩

プリン🍮



さつまいも掘り
大きく育ってる！掘るの大変！



プリン・タルト・ドーナツの試作

1回目10/7 2回目11/28



1回目からの改善点

プリン
・口当たりを滑らか濃厚に
・底にみたらしをいれ、贅沢感
を出す
・カリカリさつまいも



タルト

底の生地を厚くして
サクサク感をだす



ドーナツ

生地はふわふわに、
さつまいもはカリカリ
に



実際に商品を作ってみて

・さつまいもの苗植えや芋堀で、地域交流

をすることが出来た

・自分達が植えたさつまいもが大きく育ち、

それを使って商品開発したため、達成感が

感じられた



ふたばほっこりかりんとう饅頭

震災にあった双葉郡でたくさんの人がまんじゅうを食べてほっ
こりしてほしいという願いが商品名の由来

「ほっこり」はいかにも暖かそうなさまを表わす語で、 ふくよかな
さま、また、ふかしいもなどのふっくらとして柔らかいさまを表わ
す語でもあります。

まんじゅうを通して、食べた人が「ほっこり」、会話が「ほっこり」
してほしいという願いを込めました。



亀じるしとコラボ商品の試食 2022/11/18
[要望]

〇さつまいも感がほしい。

〇餡の甘さが強すぎてさつまいもが負けている感がある。

〇餡がゆるい（水っぽい）。もう少し硬めに。

〇ホクホク感を出してほしい。

〇着色（黄色）をしたら錯覚でさつまいも感がでるかも。

〇かりんとう饅頭の外側の生地の味に負けてしまっている。



亀じるしとコラボ商品の試食　2022/11/24
[要望]
〇さつまいも感がほしい。
〇餡の甘さが強すぎてさつまいもが負
けている感がある
〇餡がゆるい（水っぽい）
〇ホクホク感を出してほしい

[改善]
〇さつまいもの味が強くなった。
〇餡がしっとり
〇着色（黄色）でさつまいも感がで
た。
〇かりんとう饅頭の外側の生地の味
に負けていない。





        目指せ！　 
サツマイモ日本一 



活動の振り返り

〇耕作放棄地の活用 ✖避難してた人の帰還を促す　　〇おいしいものをおいしいままに牛しぐれ煮　

〇小さな苗が収穫の時、おおきなさつまいも　　　　〇収穫したさつまいもがスイーツ・まんじゅう  

〇元々その地域にある「地域資源」。どの地域にも特有の名産品や、地域のシンボルとなる自然や文化財が存在して

います。

〇今後新たに取り組みをする際、この「地域資源」にしっかりと目を向けた取り組みをすることが大切であることに気付

いた。

地域資源

さくら（富岡）、いちご（大熊）、マンゴー（葛尾）、みかん（広野）、ゆず（楢葉）、かぼちゃ（浪江）、ゴマ（川内）、ほうれんそ

う（双葉）など


